
＜様式１＞

28 年 9 月 30 日

【PLAN（計画）】

～

【DO（実施）】

※財源内訳中の「その他」には、保険料・寄付金・基金・利用料等の収入を記入しています。
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学校教育法第７５条

備　考

　市内小学校1１校・中学校5校に配置した特別支援学級の在籍児童生徒及び教職員

26年度

教育費

年度

重 点 事 業

事 業 類 型

　市内特別支援学級担任が相互に研修を深めることにより、指導力の向上を図る。
　市内特別支援学級在籍児童生徒相互の交流を深め、活躍の機会を増やす。

教育総務費

事務局費０２

０１項

小・中学校教育の充実

4

担当者名

款

特別支援教育推進事業

部局名

　特別支援学級設置校と委託契約を結び、活動費や消耗品費等に充て、教育活動を支援する。
　特別支援学級在籍児童生徒の合同作品展、合同遠足、合同運動会を実施する。
　特別支援教育講演会を開く。

目

事業コード

388

教育委員会

課 名

課 長 名

事務事業名

基 本 目 標

政 策 365丹野平三

作成日

内線

人を育むまち

010202
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特別支援学級担任研修会開催回数
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豊かな学力と生きる力を育む教育の充実

関 連 施 策

事　業　概　要
意図を達成するために
実施することは何か
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＜様式１＞

【CHECK（評価）】

※事業類型が１～３に該当する事業については妥当性及び有効性の評価は記入しておりません。

【ACTION（改善・改革】

意
見
等

内
容

※１次評価は事業担当課長等、２次評価は２次評価委員会によって行われます。

該当なし

義務教育を保証するものであり、志の関与は不可欠である。

該当なし

低い 該当なし

　関係者の関心は非常に高く、各行事等への出席も積極的である。ここ数年、一般の参加者も、チャレンジド作品展をはじめとして次第に
増えてきている。平成27年度は、チャレンジド遠足241名、チャレンジド運動会864名、チャレンジド作品展980名の参加であった。
　また、特別支援学級担任研修会の在り方についても常に見直しを図り、担任の指導力向上につながる内容を多く盛り込んでいる。

低い

該当なし

高い やや高い 低い

低い

高い やや高い

　本事業は、特別支援教育に携わる教員の指導力を向上させるとともに、配慮を要する児童生徒の活躍の場を保障する有効な
機会となっている。今後、更に工夫を凝らして指導の充実を図りたい。

【施策貢献度】

【事業成果】

やや低い

　配慮を要する児童生徒への教育的支援を充実させることができる。

やや低い

１
次
評
価

今後の方向性

終期設定

現状維持

終期設定

今後の方向性

効
率
性

今後の方向性

見直しの余地あり 該当なし

削減の余地あり 該当なし

内容
今後の方向性のもとで、どのような
取組をするか（課題や問題点等に
対する取組など）

　特別支援教育について、保護者の理解も広まり、配慮を要する児童生徒の活躍の場を求める要望に
市として応えるため事業を実施している。特別支援学級担任のみならず、他の教職員の関わりも増えて
きており、特別支援教育への理解を深める機会にもなっている。ただ、一般の参観者がまだまだ少ない
現状については、各行事の中身をより充実させると共に、一般市民への広報活動をさらに進めることで
一人でも多くの参観者が得られるよう努めていきたい。

効果
事業の改善・改革によって期待され
る効果は何か

事業の進捗状況
昨年度の評価から、どのような取組
をしましたか（昨年度の【ACTION】
の改善・改革の進捗等）

　関係者の関心は非常に高く、各行事等への出席も積極的である。ここ数年、一般の参加者も、チャレ
ンジド作品展をはじめとして次第に増えてきている。平成27年度は、チャレンジド遠足241名、チャレンジ
ド運動会864名、チャレンジド作品展980名の参加であった。
　また、特別支援学級担任研修会の在り方についても常に見直しを図り、担任の指導力向上につながる
内容を多く盛り込んでいる。

妥
当
性 【市の関与】 高い

やや低い

やや高い やや低い

有
効
性

事業が抱える問題・課題等

【コスト】

【負担割合】

　特別支援学級をはじめ通常学級に在籍する配慮を要する児童生徒数は増加傾向にあり削減の余地はない。

見直しの余地なし

削減の余地なし

やや高い

対象外

高い

【必要性】

 障害者自立支援法等の趣旨を踏まえ、義務教育段階
における特別支援教育の充実は重要である。

２
次
評
価

担当者意見のとおり

No.2


